
当時の人々の生活

• 服装 国民服・もんぺ等を着用。

住所・名前縫い付け

• 配給 食事 物

• 燈火統制（とうかとうせい）
～灯りが漏れないように黒い布をかぶせる～

～雨戸を閉める～

平
成
二
十
七
年
度

校
長
室
か
ら

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

剣
道

テ
ニ
ス

お
も
な
行
事

日
置
市
立
上
市
来
中
学
校
『
学
校
だ
よ
り
』

い
よ
い
よ
夏
休
み
も
残
り

ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
毎
日

９
月

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た

で
す
が
、
残
さ
れ
た
数
日
間

１
日(

火)

２
学
期
・
始
業
式

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

事
故
も
な
く
毎
日
を
過
ご
し
、

い
じ
め
を
考
え
る
週
間
（
～
７
日
）

ょ
う
か
。

元
気
に
二
学
期
を
迎
え
ら
れ

５
日(

土)

Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収

第
五
号

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

さ
て
、
先
月
県
中
学
総
体

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
思

日(

土)

土
曜
授
業
ス
タ
ー
ト

12

今
月
の
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
、
本
校
か
ら
陸
上
・

い
ま
す
。

日(

日)

小
中
合
同
運
動
会

13

夏
休
み
の
出
来
事

剣
道
の
２
つ
の
大
会
に
３
名

学
校
長

本
村

安
弘

日(

月)

振
替
休
日

14

の
生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。

日(

火)

２
年
生
修
学
旅
行

29

陸
上
は
２
名
と
も
地
区
大

学
校
の
様
子

（
～

月
１
日
）

10

会
よ
り
す
ば
ら
し
い
成
績
を

月

10

残
し
、
剣
道
個
人
戦
も
２
回

生
徒
た
ち
は
、
暑
さ
に
負
け

５
日(

月)

教
育
相
談
週
間
～
７
日(

金)

戦
ま
で
勝
ち
上
が
る
な
ど
、

ず
部
活
動
の
練
習
や
図
書
室
で

バ
レ
ー

陸
上

６
日(

火)

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
研
修
会

す
ば
ら
し
い
活
躍
を
み
せ
て

の
学
習
と
充
実
し
た
日
々
を
送

日
置
市
お
や
じ
サ
ミ
ッ
ト

日(

土)

土
曜
授
業

10

く
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
生

っ
て
い
ま
す
。

８
月
２
日(

日)

に
第
２
回
日

日(

日)

東
市
来
地
域
運
動
会

11

徒
の
み
が
、
出
場
で
き
る
県

夏
休
み
も
残
す
と
こ
ろ

置
市
お
や
じ
サ
ミ
ッ
ト
が
湯
田

日(

金)

生
徒
会
立
会
演
説
会

10

16

大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と
を

日
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
本

小
学
校
の
体
育
館
で
開
か
れ
ま

誇
り
に
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

日
の
出
校
日
に
、
４
教
科
の
夏

し
た
。

県
剣
道
大
会

活
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
思

休
み
課
題
の
提
出
が
あ
り
ま
し

児
玉
義
人
先
生
の
演
題
「
ス

い
ま
す
。

た
。
す
べ
て
の
課
題
を
、
休
み

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
」

話
は
変
わ
り
、
８
月

日

中
に
提
出
し
て
、
計
画
的
に
終

の
講
演
か
ら
、「
家
庭
の
し
つ
け

14

（
金
）
田
代
地
区
夏
祭
り
、

わ
ら
せ
、
２
学
期
が
気
持
ち
よ

で
育
ち
・
学
校
の
指
導
で
学
び

８
月

日
（
土
）
北
山
の
火

く
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し

・
地
域
の
声
か
け
で
伸
び
る
」

15

振
り
が
あ
り
参
加
し
ま
し

ま
し
ょ
う
。

三
者
連
携
の
大
切
さ
を
自
覚
し

た
。
出
校
日
の
日
に
「
北
山

ま
た
家
庭
科
室
前
の
花
壇

ま
し
た
。

火
振
り
」
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
技
術
の
授
業
で
育
て
た
ト

そ
の
後
に
情
報
交
換
会
あ
り
、

お
知
ら
せ

に
な
っ
た
い
き
さ
つ
等
も
説

マ
ト
が
赤
く
色
づ
き
実
っ
て

本
校
の
立
和
名
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ

◆

裏
面
に
一
学
期
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

明
し
、
「
地
域
行
事
に
も
積

い
ま
す
。
自
分
の
ト
マ
ト
は

ん
が
「
お
や
じ
サ
ミ
ッ
ト
大
会

ト
集
計
結
果
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
家

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」

収
穫
し
て
家
に
持
ち
帰
り
、

宣
言
」
を
代
表
で
宣
言
し
て
終

庭
で
、
子
ど
も
へ
の
声
か
け
に
ご
活
用
く

と
い
う
話
も
し
ま
し
た
が
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ

わ
り
ま
し
た
。

だ
さ
い
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

子
ど
も
た
ち
も
大
勢
参
加
し

う
。

し
た
。

て
い
ま
し
た
。
特
に
北
山
火

大
会
宣
言

◆

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
秋
山
実
嗣

振
り
で
は
、
「
子
ど
も
火
振

ト
マ
ト
畑

先
生
）の
２
学
期
来
校
予
定
日
で
す
。

り
隊
」
が
今
年
も
参
加
し
地

９
月

日
（
金
）・

日
（
金
）

18

25

域
行
事
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

月

５
日
（
月
）・

日
（
月
）

10

19

ま
し
た
。
と
て
も
す
ば
ら
し

月

日
（
月
）・

日
（
月
）

11

16

30

県
陸
上
大
会

い
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
伝

月

８
日
（
火
）

12

平
和
学
習

統
文
化
を
知
る
機
会
に
も
な

図
書
室

講
演
会


